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１１
月
５
日
（日
）
開
催

／

薦
輻
響

京
都

市
地

域

リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン
推

進

セ

ン
タ
ー

第2回

ス
ク
エ
ア
ボ
ツ
チ
ャ
大
会

去

る
８
月
６
日
、
昨
年
ま
で
長
年
開

催
し
て
き
た
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

が
閉
館
に
な

っ
た
の
に
伴

い
、
今
年
は

ク
か
ら
す
ま
京
都

ホ
テ
ル
ク

で

「
令
和

５
年
度
福
祉
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

午
前
１０
時
３０
分
、
下
村
理
事

の
司
会

で
始
ま
り
、
黙
蒔

に
続

い
て
大
江
理
事

長
が

「
よ
う
や
く

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な

っ
た
が
、
世
界

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

等

の
問
題
が
起

こ

っ
て
お
り
、
手
放
し

で
は
喜
べ
な

い
状
況
が
続

い
て
い
る
が
、

こ
う
し
て
従
来

の
形
で
の
開
催
が
出
来

る
事
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続

い
て
来
賓

の
京
都
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会

・
伊
吹
文
明
会
長
、
京
都
市

障
害
福
祉
推
進
室

・
須
蒲
浩

二
企
画

・

社
会
参
加
推
進
課
長
、
京
都
市
社
会
福

祉
協
議
会

・
谷
淵
哲
事
務
局
次
長
に
ご

祝
辞
を
頂
き
、
京
都
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会

。
大
泉
清
貴
事
務
局
長
を
紹

介

し
た
後
、
最
後

に
主

催
者

と

し

て

正

・
副
理
事
長
を
紹
介
し
て
第
１
部
は

終
了
し
た
。

第
２
部

の
講
演
は
、
京
都
市
保
健
福

祉
局
健
康
長
寿

の
ま
ち

・
京
都
推
進
室

介
護
ケ
ア
推
進
課
　
遠
藤
洋

一
介
護
ケ

ア
推
進
課
長
を
講
師

に
迎
え
、
「
安
心

し
て
過
ご
せ
る
長
寿
社
会

～
介
護
保
険

の
し
く
み
～
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
テ
ー

マ
は
令
和
元
年
度

の
福
祉
研

修
会

で
も
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
４
年
間

で

″
親

の
問
題
″
か
ら

ク
自
分
自
身

の

問
題
″
と
し
て
よ
り
身
近
な
問
題
と
な

り
、
熱
心

に
耳

を
傾

け

る
人
が
多

か

っ

た
。
ま
た
前

回

は
パ

ワ
ー
ポ

イ

ン
ト
を

使

っ
て
の
講
演

で
あ

っ
た
が
、
今

回

は

今
年

７
月

に
出
来
あ

が

っ
た
ば

か
り

の

『す

こ
や
か
進
行
中

――

令
和
５
年
度
版
』

を
使

っ
て
の
解

り
や
す

い
講
演

で
、
僕

も
妻

が
ク

モ
膜
下
出
血

で
倒

れ

て
第

２

号
被
保
険
者

に
な

っ
た
時

の
事

や
両
親

の
介
護
認
定

で
右
往
左
往

し
た
日

々
が

走
馬
燈

の
よ
う

に
思

い
出
さ
れ

る
と
同

時

に
、

４
月

に
僕
自
身

に
も

ク
介
護
保

険
被
保
険
者
証
ク

が
送

ら
れ

て
来

て
、

い
よ

い
よ
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
た

の
だ
と

い
う
複
雑

な
思

い
で
講
演
を
聞

い
て
い
た
。

講
演
後

に
は
何
人

か
か
ら
切
実

な
質

問
も
あ
り
、
有
意
義

な
研
修
会

と
な

っ

た
。
そ
し

て
実
行
委
員
長
と
し

て
第

２

部

の
閉
会
挨
拶

を
行

い
休
憩

に
入

っ
た
。

１５
分

の
休
憩
後
、
令
和
元
年
以
来

４

年

ぶ
り

の
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
た
。
木

下
前
理
事
長

の
乾
杯

の
発
声

で
開
宴

、

カ

ラ
オ
ケ
は
無

か

っ
た
が
各

テ
ー
ブ

ル

か
ら

の
談
笑

は
絶
え
ず

、
時
間

は
瞬

く

間

に
過
ぎ
、
午
後

２
時
菅
浪
善
造
副
実

行
委
員
長

の
挨
拶

で
閉
会

と
な

っ
た
。

そ

の
後

フ

ロ
ン
ト

に
支
払

い
に
行
く

時

一
去
年

ま

で
は
川
端

さ
ん
と

一
緒
だ

っ
た
な

ぁ
―
」

と
思

い
な
が
ら
、
支
払

い
を
済
ま
せ

て
ホ

テ
ル
を
あ
と

に
し
た
。

未
熟
な
実
行
委
員
長

で
至

ら
ぬ
点
も

多

々
あ

っ
た
と
は
存

じ
ま
す

が
、
参
加

頂

い
た
会
員

の
皆
様

に
は
感
謝
申

し
上

げ

、
来
年

２
月

の

「
新
春

の

つ
ど

い
」

で
ま
た
お
会

い
で
き
ま
す
事

を
楽

し

み

に
し

て
お
り
ま
す
。

保
険
の
し
く
み
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

実
行
委
員
長

義

夫

_=´

」ヽ

坂

鶴護鶴

枡櫃

鯰鯰m.、 晰ぅ翡鍮嶽酪鰈熙綴鰤鸞彦
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令和 5年 10月 1日 きょうと 身障の福祉 第 364号 (2)

第
“
回

政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会

第
５１
回

政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会

理
事
長
代
理

　

小

坂

義

夫

去

る
９
月
３
日
午
後
１
時
よ
り
、
ホ

テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ

イ
ア
広
島

に
お

い
て
、

「
第

６４
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者

団
体
連
絡
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

午
後
１
時
か
ら
の
開
会
式

で
は
、
広

島
市
長
を
は
じ
め
、
主
催
者

。
来
賓

の

挨
拶

が
行

わ
れ
た
後
、
「
全

体
会
議
」

に
入
り
、
議
長
団
を
選
出
し
た
後
、
昨

年
度

の
書
面
開
催
都
市

で
あ
る

ク
千
葉

市
″

の
身
体
障
害
者
連
合
会
事
務
局
長

よ
り
、
昨
年

の
決
議
事
項
処
理
報
告
が

行
わ
れ
た
。

午
後
２
時
か
ら
２
時
間
に
渡
り
、
団

体
長

・
肢
体
障
害
者

。
視
覚
障
害
者

・

ろ
う
者

・
難
聴
障
害
者

・
内
部
障
害
者

の
６
部
会

に
分

か
れ

て
、
「
分
科
会
」

が
行
わ
れ
た
。

僕
が
参
加
し

た

「
肢
体
障
害

者
部
会
」

で
は
、

札
幌

・
仙
台

・

千
葉

・
静
岡

・

名
古
屋

・
京
都

・

大
阪

・
神
戸

・
広
島

・
北
九
州

・
福
岡

の
１１
都
市
が
参
加
し
、
６
件

の
協
議
事

項
と
２
件

の
情
報
交
換
が
審
議
さ
れ
た
。

協
議
事
項
は
、

。
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

の
交
付

対
象
を
上
肢
障
害
者
は
、
３
級
ま
で

に
見
直
す
よ
う
要
望
す
る
。
（札
幌
市
・

広
島
市
）

・
小

。
中
学
校

の
義
務
教
育
現
場

で
、

理
解
力

に
応
じ
て
毎
年
、
障
が
い
者

に

つ
い
て
指
導
し
実
習
を
行

っ
て
ほ

し
い
。
（仙
台
市
）

・
身
体
障
害
者
手
帳

の

「
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
旅
客
運
賃
減
額
大
ｌ
種
身
体

障
害
者
」
に
対
す
る
割
引
を
、
現
在

の
普
通
運
賃

・
急
行
料
金
だ
け
で
は

な
く
、
特
急

料
金

・
座
席

指
定
料
金
に

も
適
応
し
て

頂
く
事
を
要

望
す
る
。
ま

た
、
私
鉄
各

社
に
も
同
様

の
対
応
を
要

望
す
る
。
（京

都
市
）

・
介
護
職

・
訪

問

ヘ
ル
パ
ー

人
材
不
足
に

つ
い
て
。
（神

戸
市
）

。
車
椅
子

マ
ー
ク
の
駐
車
場
（ま
ご
こ
ろ

駐
車
場
）

の
設
置
数

の
拡
大
及
び
、

人

々
の
善
意

に
頼
ら
な

い
法
制
化

の

検
討
を
お
願

い
し
た

い
。
（福
岡
市
）

熱
心
な
議
論

の
結
果
、
全
提
案
が
原

案
通
り
採
択
さ
れ
た
。

情
報
交
換
は
、

・
障
害
者
等
用
駐
車
区
画
利
用
証
制
度

（パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度
）
に

つ
い
て
。

（千
葉
市
）

・
誰
も
が
安
全
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

利
用
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、
他

都
市
で
の
動
き
を
お
聞
き
し
ま
す
ｃ

（名
古
屋
市
）

の
２
件
が
提
案
さ
れ
各
都
市

の
現
状
を

情
報
共
有
し
、
今
後
互

い
に
協
力
し
な

が
ら
問
題
解
決
し
て
行
く
事

で
合
意
し

た
。２

時
間
は

ア

ッ
と

い
う
間

に
過
ぎ
、

も

っ
と
時
間
を
か
け
て
情
報
交
換
す
る

必
要
性
を
参
加
者
全
員
が
実
感
し
た
。

午
後

４
時
３０
分
か
ら

「
全
体
会
議
」

が
行
わ
れ
、
各
部
会
議
長
か
ら
各
部
会

の
審
議
内
容

の
報
告
が
行
わ
れ
、
多
く

の
決
議
事
項
が
、
日
本
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会
を
通
じ
て
、
政
府
に
要
望
さ

れ
る
事
と
な

っ
た
。
そ
し
て
各
部
会
共

に
時
間
の
短
さ
が
課
題
と
し
て
残

っ
た
。

そ
の
後
、
来
年
開
催

の
大
阪
市
身
体

障
害
者
団
体
協
議
会
会
長
か
ら
の
挨
拶

が
あ
り
、
議
長
団

の
解
任

で

「
連
絡
協

議
会
」
は
無
事
閉
会
し
た
。

そ
の
後
、　
一
時
間
弱
の
休
息
を
取

っ

た
が
、
各
都
市

の
代
表
者
に
よ
る
真
剣

な
審
議
は
、
心
地
よ
い
疲
れ
と
充
実
感

を
得
た
。

午

後

６
時

３０
分

か

ら
は
、
翌

日

の

「
第

５１
回
政
令
指
定
都
市
身
体
障
害
者

親
善

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

の
参
加
者
も
加

わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式
に
引
き

続

い
て
、
全
出
席
者
に
よ
る
交
流
会
が

行
わ
れ
た
。
広
島
神
楽

の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
も
あ
り
、
４
年
ぶ
り

の
知
人
と
の

交
流
も
で
き
、
昼
間

の
疲
れ
も
和
ら
ぎ
、

明
日

へ
の
闘
志
も
湧

い
て
き
た
。

翌
日
は
、
会
場
を
み
す
ず
ボ
ウ
ル
に

会
場
を
移
し
て
、
「親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
か
ら

一
都
市
５

人
１
チ
ー
ム
で
各
自
４
ゲ
ー
ム
を
投
げ

計
２０
ゲ
ー
ム
の
合
計
点

に
よ
る
、
都
市

対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
当

協
会
か
ら
は
吉
田
隆

二
氏
と
僕
が
出
場

し
た
。

午
前
９
時
４５
分
か
ら
の
開
会
式
に
続

い
て
前
半
２
ゲ
ー
ム
の
ス
タ
ー
ト
。
昼

食
を
挿
ん
で
、
後
半
２
ゲ
ー
ム
が
ス
タ

ー
ト
。
前
半
終
了
時
点

で
京
都
市
は
福

岡
市
と
８０
ピ

ン
差

の
２
位
。
し
か
し
３

位

。
４
位
と
は
１５
ピ

ン
差
と
大
混
戦
。

約
２
時
間
に
渡
る
熱
戦

の
結
果
、
見
事

わ
が
京
都
市
チ
ー
ム
が
、
バ

ス
ケ

ッ
ト

Ｗ
杯
さ
な
が
ら
の
大
逆
転
優
勝
。
札
幌

大
会
以
来

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
優
勝
で

飾
る
事
が
出
来
た
。

し
か
し
喜
ん

で
ば
か
り
も
居
ら
れ
な

い
。
来
年
は
大
阪
市

で
開
催
し
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
は
行
わ
れ
な

い
。
そ
し
て
再

来
年
は
京
都
市
が
開
催
地

で
あ
り
、
肢

体
障
害
者
部
会

の
分
科
会
を
当
協
会
が

取
り
仕
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
準
備
と
し
て
、
来
年
は
当
協
会
か
ら

複
数
名

の
参
加
を
し
て
再
来
年
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
、
協
会
全
体
が

一
致
団

結
し
て
京
都
大
会

の
成
功
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。

,

‐
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催
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(3)令和 5年 10月 1日 きょうと 身障の福祉 第 364号

令
和
５
年
度
　
第
１
回

京
都
市
障
害
者
相
談
員
研
修
会

障
害
者
相
談
員
　
Ｙ

・
Ａ

令
和
５
年
８
月
２６
日

（土
）
午
後
１

時

か
ら
、
「
令
和

５
年
度
第

１
回
京
都

市
障
害
者
相
談
員
研
修
会
」
が
あ
り
、

京
都
府
障
害
者
支
援
課

東
原

勲

課
長
、

京
都
市
障
害
保
健
福
祉
推
進
室
企
画

・

社
会
参
加
推
進
　
須
蒲
浩
二
課
長

の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
、
京
都
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｃ
代
表

木
戸
吉
行
氏

の
講
演

が
あ

っ
た
。

木
戸
氏
は
地
元
で
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
イ

ア
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
、
京
都
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｃ
の
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
受
け
ら
れ
て
活
動
を
さ
れ
、

現
在
は
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｃ
と
は
積
極
的
な

姿
勢
で
話
を
聞
く
事
の
略
と
の
こ
と
で
す
。

講
演
議
題
は

「傾
聴
に
つ
い
て
」
で
す
。

・
傾
聴
と
は

心
を
癒
や
す
、
聴
く
こ
と

の
力
。
相

手

の
立
場
に
立

っ
て
聴
く

こ
と
に
よ

り
、
苦
し
み
を
癒
や
し
、
乗
り
越
え

る
た
め
の
対
人
援
助
方
法
。

。
ど
の
よ
う
に
聴
く

の
か
５

つ
の
基
本

①
相
づ
ち
を
う

つ
、

②
余
計
な
こ
と
は
言
わ
な

い

③
否
定
し
な

い
、

④
励
ま
さ
な

い
、

⑤
質
問
ば
か
り
し
な

い

間
く
…
た
だ
単
に
聞
く

こ
と

訊
く
…
詰
問
す
る
、
質
問
す
る

聴
く
…
た
だ
聴
く
の
で
は
積
極
的
に
聴
く

。
相
談
さ
れ
た
と
き
は

相
手

の
話
を
聞
き
、
そ
の
時

々
の
状

況

に
応

じ

た

い
ろ
ん

な

表

現

に
、

そ
う

そ
う

な

ん

で
す

か

な

る

ほ
ど

と
か

の
相
づ

ち
を
打

っ
た
り
、

オ
ウ
ム

返

し
な
ど

で
相
手

の
話
を
聞
く

こ
と
ら

し

い
。

相
手

の
話

を
聞
き
な
が
ら

の
、
う
な

ず

き

と
相
づ

ち
は
、
相
手

に
あ
な
た

の

話

を
聴

い
て

い
ま
す
よ
、
受

け
止

め

て

い
ま
す
よ
、
と

い
う

こ
と
ら
し

い
。

確

か

に
そ
う
だ

―
　
と
思

い
な
が
ら

自
分

の
こ
と
を
振

り
返

っ
て
み
た
。

た
だ
、
聴

く
だ
け
と

い
う

こ
と
は
、

相
談

員
を
し

て

い
る
が
な
か
な
か
難

し

い
こ
と
だ

と
思
う
。

そ
う

い
え
ば
、
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「
ハ

ー
ト
ネ

ッ
ト

Ｔ
Ｖ
」

で

「
今

君
電
話

カ

ン

ニ
ン
グ

竹
山

が
電
話

で
話
を
聞
き

ま
す
」

と

い
う
番
組

を
た
ま
た
ま
見
ま

し
た
。

そ

の
中

で
、

カ

ン

ニ
ン
グ
竹
山

さ
ん

は
、
確

か

に
自
分

の
考

え
を
押

し

付

け
ず

に
、

か
か

っ
て
き
た
電
話

の
方

の
話

を
、
う
ん
、
う
ん
、

そ
う
か
、

そ

と
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
聞

い
て

。
電
話
を
か
け
て
き
た
人
も

い
ろ

問

い
て
も
ら
え
て
ス
ッ
キ
リ
さ
れ

た
様
子

で
し
た
。

る
程
度
、
話
を
聴

い
た
ら
、

つ
い

自
分

の
考
え
も
話
し
て
し
ま
う
し
、

押
し
付
け
て
し
ま

っ
て
い
た
気
が
す
る
。

そ
ん
な
自
分
を
反
省
し
な
が
ら
、
傾
聴
の

大
事
さ
感
じ
た
有
意
義
な
講
演

で
し
た
。

一
一
蓋

壼

薔

彗

〓
塁

塁

〓
〓
≡

壺

蓋

一墓

菫

一
〓
窯
Ｉ

¨
華

〓
芸

菫

菫

〓
）
喜

菫

〓
薄

離̈

車

菫

〓
一

も

３
年
目
が
ク

リ

ア
出
来

ま
せ

ん
。
若

い
頃

に

習
得

し
よ
う
と

始

め
た
茶
道

に

華
道
、
和
裁
も

３
年
位

で
足
が

遠

の
い
た
。
結

局
、
編

み
物
も

同
様

に
中
途
半

端

で
終
わ
ら
せ

た
駄

目
な
私
。

こ
の
写
真

は

障
害
者

の
手
芸

サ
ー
ク

ル
が
、

八
幡
市
文
化

ホ

―
ル
で
作
品
展
を
し
た
時

の
も
の
で
、

手
芸
仲
間
か
ら
誘
わ
れ
て
自
分

の
作
品

を
初
め
て
展
示
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
タ
ン
ス
の
奥

に
ま
だ
残

っ

て
い
る
唯

一
の
作
品
達
。

こ
れ
を
見
る
限
り

「
私
も
や
る
じ
ゃ

な

い
―！
」
な
ん
て
思

っ
た
り
し
て
…
…
。

つ  て い い つ

い あ い ろ た か
麒

||イ「
.11●

檬

゛

私
の
作
品

前

田

美
智

子

７
年
間

の
結
婚
生
活
か
ら
再
び

一
人

暮
ら
し
と
な

っ
た
私

の
事
を
今

で
も
、

「林
さ
―
ん
」
と
呼
ぶ
人
が
い
る
。

の
ん
び
り
と
主
婦
業
に
専
念
し
て
い

た
良
き
時
代
を
、
ち

よ

っ
ぴ
り
懐
か
し

く
思
え
る
郷
愁
に
も
似
た
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
な
気
分
…
…
。

当
時
、
出
勤
す
る
夫
を
見
送

っ
た
後

の
時
間
を
、
ゆ

っ
く
り
過
し
て
た
私
は

何
も
し
た
く
な

い
と

い
う
気
持
ち
と
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
い
う
気
持

ち
の
ジ
レ
ン
マ
と
戦

っ
て
い
た
。

よ
う
や
く
、
重

い
腰
を
上
げ

て
編

み

物
を
習
お
う
と
決
心
し
、
近
く
の
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
に
通

っ
て
、
せ

っ
せ
と
編

み
物
に
い
そ
し
み
、
出
来
上
が
る
の
を

楽
し
ん
で
い
た
。

私
に
は
悪

い
ク
セ
が
あ

っ
て
、
何
事
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きょうと 身障の福祉 第 364号 (4)

期
待
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
・山
崎
さ
ん

前

田

美
智
子

室
内
競
技

の
苦
手

な
私

が
珍

ら
し
く

「
ス
ク

エ
ア
ボ

ッ
チ

ャ
大

会

」

に
参

加

し
た
折
、
足
取
り
も
軽

や
か

に
体
育
館

の
床

に
テ
ー
プ

を
張

ら
れ

る
山
崎
さ
ん

の
姿

の
フ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
良

さ
は
、
友

人

と

二
人

で
そ

の
軽
快

な
動

作

に
感

心

し
ま
し
た
ｃ

後

日
、
体
育
部
長

（菅
浪

さ
ん
）
が

大
会

の
総
評
を
身
障
新

間

に
原
稿

で
寄

せ
ら
れ
た
時
、
末
筆

に

「
体
育
委
員
並
び

に
、
南

区

の
山
崎
様

お
世
話

に
な
り
ま

し
た
」
と
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た

（３
６
１
号
）。

山
崎
さ
ん

は
健
常
者

の
方

で
す
か
ら

障
害
者

の
人
達

と

の
関
与

は
な
か

っ
た

と
思

い
ま
す
。

で
も
、
私
達

コ
ー

ラ

ス
部

の
指
導

を

し

て
下
さ

る
ピ

ア
ノ

の
藤

原
先
生

と

一

緒

に
音
楽
活
動
を
さ
れ

て

い
る
事

で
、

歌

う
仲

間
と
な
り
、

お
世
話

を
し

て
頂

く
よ
う

に
な

り
ま
し
た
ｃ

過
日
、
亡

く
な
ら
れ
た

メ

ン
バ
ー

の

川

端
正
彦
さ
ん

が
、
最
後

ま

で
歌
う
事

を
希
望

さ
れ

て
い
た
人
だ

っ
た

の
で
、

彼

の
動

け
な
く
な

っ
た
身
体

を

い

つ
も

山
崎

さ
ん
が

ク
抱

っ
こ
や
お
ん

ぶ
″

し

て
参
加

を
助

け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

若

く

し

て
奥
様

を
亡
く
さ
れ

て
い
る

山
崎

さ
ん

の

「
尽
く
し

て
上
げ

ら
れ
な

か

っ
た
」
と

の
想

い
が
、
「
こ
れ
か
ら
は

自
分

の
力
を
人

の
役

に
立

た

せ
た

い
」

と
決
意

し
、

コ
ー

ラ
ス
部
長

の
黒
川

・

安

田
夫
妻

に

「
用
事

が
あ
れ
ば

何

で
も

言

っ
て
ほ
し

い
」

と
、
気
持

ち
を
聞
か

せ

て
下
さ

っ
た
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

私
達

、
障
害
者

の
為

に
力

を
貸

し

て

下
さ

る
な
ん

て
本
当

に
嬉

し

い
事

で
す
。

そ

の
感
動

の
言
葉

を
、
そ

の
ま
ま

に

私

は
体
験

さ
せ

て
も
ら
う
機
会

を
得

た
。

コ
ロ
ナ
禍

で
中
止

し

て
い
た
肢
体
協

の
体
幹
機
能
訓
練

が
淡
路
島

と
決
定

し
、

黒
川

・
安

田
夫
妻

の
声
掛

け

で
山
崎

さ

ん
が
身
障
者

の
ツ
ア
ー

に
初
参
加
。

そ
し

て
、
私

の
小

さ
な
車
椅

子
を
背

を
か
が
め

て
ず

っ
と
押

し

て
下
さ

っ
た

ボ

ラ

ン
テ

イ
ア
振
り
を
、
副

理
事
長

の

菅
浪

さ
ん
か
ら
思
わ
ず
声

が
か
か

っ
た
。

「
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
さ
ん
有
り
難

う
ご
ざ

い
ま
す
。
車
椅

子

の
者

は

こ
の
広

い
場

所

で
助

か
り
ま
す
よ

Ｈ
」

と
。

そ
ん
な
事

が
あ

っ
た
り
し

て
、
山
崎

さ
ん
の
影
響
力
は
驚
く
よ
う
な
状
況
で

展
開
し
ま
し
た
。

山
科
区

。
南
区
の
合
同
バ
ス
ツ
ア
ー

（琵
琶
湖

の
ミ
シ
ガ

ン
乗
船
）
に
、
ピ

ア

ノ
の
藤
原
先
生
と
友
人

の
方
、
ギ
タ
ー

リ
ス
ト
の
進
藤
さ
ん
が
障
害
者
団
体

に

初
参
加
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
次

の
福
祉
研
修
会

で
は
皆

様
が
会
費
を
払

っ
て
南
区
の
賛
助
会
員

に
な

っ
て
下
さ

っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
部
員

の
為
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
黒
川

・
安
田
夫
妻
と
先
生

の
間

で

交
わ
さ
れ
る
対
話
は
、
障
害
者
と
の
距

離
を
近
く
す
る
有
意
義
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
立
役
者
は
山
崎
さ
ん
。

愛
唱
歌
は

″
赤

い
花

。
白

い
花
ク

で
、

こ
の
歌
に
は
い

っ
ぱ

い
想

い
出
が
あ
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

い
つ
も
元
気

一
杯

で
滋
刺
と
さ
れ
て
、
ま
さ
に
素
晴
ら
し

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
登
場
で
す
。

私
達
障
害
者

に
こ
れ
か
ら
も
手
を
貸

し
て
下
さ

い
。
お
願

い
致
し
ま
す
。

゛

　

，

な
い
五
ヶ

間

が

い
て

気
持

の
若

い
人

の
世
話
を
し
て

感
謝

の
出
来
る

を
よ
く
読

み

よ
く
書

く
人

く
笑

い

感
動
を
忘
れ
な

い

味
を
楽

し
く
も
ち

旅

の
好
き
な

人

オリンピック出場を決めた

「FIBA男 子バスケットボー

ルワールドカップ2023」 の

日本の勝敗は、f日∫勝何敗だ

ったでしょう?

0クイズの答え ②住所

0氏名 ④電話番号

010月 号広報紙の意見・

感想 0必ず官製ハガキに

てお願い致します。

正解者には、抽選で 3名

様に図書カー ド1,000円

分をお送りします。

締切り 12月 10日 (消印有効)

〒601-8321南 区吉祥院西定成町35

洛南身障福社会館内

肢体障害者協会クイズ係

0前回の答えは、

「群馬。鳥取。熊本・鹿児島」

でした。

応募総数 10通。当選者は、

賞品の発送をもつて発表

にかえさせていただきます。

1.1勝 4敗

2   2]券 3敗

3  3勝 2敗

4 4勝 1敗

本店/〒 600-8159京都市下京区烏丸通り正面上る

フリーダイヤル0120-27-9595。 FAX075-341-4128

創業229年 お仏壇仏具づくりただ一筋に

京仏壇京仏具・お仏具ご修復

〇 京 仏 具

『

お為

′イ

%

ご本堂内装・お納骨壇

http://www. kobori. co. jp

Yahoo I i a y t2 0 http:l/store.yahoo.co. jpi koboii i

‐
,

令和 5年 10月 1日

1111111111111111111111‐

||:

婆螢
||.1‐ |1111111111111111111111イ 1「 :ll:||||||

1:11:::::::::::::::::::::::::1継 :ゞ|||||||

‐‐‐‐
||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||1構 |||||||||||||||||||||1麟

|||||||||:|||1舒

|||::|::|:|:::|||:|1奮
||:||||||||||ISII:|:|||111,,||:|||||||


